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点検済表示制度点検済表示制度



1

時代の変化をとらえ、

新しい一歩を踏み出そうとするとき。

わたしたちがすべきこと。

わたしたちにできること。

いま、改めて考えていきたいと思います。

安心を約束する、
という責任。
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Topics 2025  October・November

1. 年度途中や複数年契約における契約金額の変更
（回答1）昨今の物価上昇について、公共発注者として労務費の適切な価格転嫁は大変重要と認識している。最低賃
金の上昇など労務費等の上昇に伴う契約金額の変更に適切に対応できるよう、発注段階で客観性のある労務単価を

基に積算することや契約締結後でも適切に対応することとしている。

（回答2）複数年契約での「スライド条項」適用や低価格調査制度の導入については、多種多様な積算方法が存在す
る中、公平公正な手続きとなるよう、統一的なルール作りに向けて調査、検討を進めている。

2. ゼロ都債の総合評価案件への活用拡大について
（回答）発注量の平準化や受託者の引継ぎ、人材確保のため、品質向上や事業執行の迅速化に資するゼロ都債の活
用については、総合評価や複数年契約を組み合わせて積極的に導入を推進していく。

3. 社会保険未加入業者への対応について
（回答）近年、資格の虚偽申請は確認できてい
ないが、虚偽申請や未加入事業者へは厳正な

対応を実施していく。

4. 労働災害対策（熱中症予防）について
（回答）昨今の猛暑を踏まえ、業務内容に応じ
て熱中症予防に考慮した適切な履行期間や必

要経費を見込んだ適正な予定価格の設定を行

うこと、熱中症の計画的な予防、対策の徹底

に向け受託者からの申し出等に対しても適切

に対応することを各局に周知している。

　経営研究委員会では、毎年、東京都所有の建築物の入札・契

約制度等に関する要望書を財務局経由で東京都知事に提出して

いる。

　今年は８月25日（月）に梶山副会長兼経営研究委員会委員長

と官公庁契約小委員会委員が東京都庁を訪問し、東京都財務局

の担当者と意見交換を行った後、要望書を提出した。（詳しく

は P20参照）

日　付： 令和７年８月25日（月）  
場　所： 東京都庁第一本庁舎北塔33階特別会議室

出  席  者 ：（協　会）梶山副会長兼委員長、坂野担当理事、鈴木小委員長、岡本、豊田、平澤、平野、横田、
　　　　　　　　　　   渡邉 各委員、西海専務理事、川上職員、森職員

　　　　　　 （東京都）佐藤契約第二課長、東川契約調整担当課長、佐々木統括課長代理、村上統括課長代理、

　　　　　　　　　　  吉田課長代理、久保課長代理、糀谷課長代理、 小柳課長代理

東川契約調整担当課長（左）に要望書を手交する
梶山副会長兼委員長（右）

意見交換内容（抜粋）

東京都財務局との意見交換会の実施



3 ヒヤリを記録　次に活かせば　事故はゼロ 

CClip lip クリップボード

BoardBoard

　東京労働局は令和7年10月3日から東京都の最低賃金を63円引き上げ、1,226円に改正する。

　各企業は改めて改正後の最低賃金を厳守いただくとともに、東京労働局では最低賃金の引き

上げの環境整備のための支援策として各種助成金制度を設けているので、活用を検討いただ

きたい。

東京都最低賃金について
東京労働局労働基準部賃金課（TEL 03-3512-1614〈直通〉）
東京働き方改革推進支援センター（TEL 0120-232-865）

各種助成金について
東京働き方改革推進支援センター（TEL 0120-232-865）

＜問合先＞  

日　　付： 令和７年11月７日（金）  
　　　　　　18時～19時30分 ボウリング大会　19時30分～21時 懇親会

会　　場：高田馬場グランドボウル ( ＪＲ・西武線　高田馬場駅前）

参  加  費：6,600円（１組２名で　※懇親会費含む）

参加資格：東京協会会員企業所属

申込方法： 当協会 Web サイトからお申込みください
                              ※先着順、定員になり次第締め切ります

申  込  限： 令和７年10 月17 日（金）まで

第9回 ボウリング大会厚生事業のご案内

東京協会厚生事業のため、補助があり、大変割安です。

リーフレット

賃上げ支援助成金
パッケージ

東京都の最低賃金が
1,226円に上がります



44熱中症、自覚がないから気をつけよう。水分・塩分、補給しよう。

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員515社╱賛助会員69社
 （令和7年9月31日現在）

contents

10・11
2025  

October・November
Vol. 622

令和7年度 税制改正に伴う所得税の
基礎控除見直しについて
～年末調整で気を付けるポイント～

特集

５

15・26
25
27

Series & Regular
連載　おすすめ製品コーナー
連載　社会の主な出来事
告知板

理事会報告（第145 回）

正会員３社、賛助会員２社の入会を承認 16

20

Special
令和８年度 東京都予算要望 ビルメンテナンス業関係施策
―東京都所有の建築物の維持管理に関する要望―

Clip Board

Topics
東京都財務局との意見交換会の実施

東京都の最低賃金が1，226円に上がります
第9回 ボウリング大会のお知らせ ３

２

 仲山　南  様　６年

ここから始まるみんなのおそうじビル

表 紙

 第18回 ビルメンテナンス
こども絵画コンクール 東京地区 受賞作品
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監 修（令和7年9月24日）

内西真樹税理士事務所
内西真樹 氏

https://uchimaki.com/

　令和７年度税制改正により、所得税の「基礎控除」や「給与所得控除」に関する見直しが⾏
われました。これらの改正は、原則として、令和７年12月１日に施行され、令和７年分以後の
所得税について適⽤されます。
　この影響で、令和7年分の年末調整は例年に比べて煩雑になることが予想されます。「年収の
壁」の見直しの概要や年末調整等の実務への影響等について解説します。

税制改正税制改正に伴うに伴う
所得税の基礎控除所得税の基礎控除
見直しについて見直しについて
～年末調整で気を付けるポイント～

令和７年度



66声かけで　つなぐ安心　広がる安全

　

令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
は
、
物
価
上
昇
や
就
業
調

整
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
費
者

物
価
指
数
の
上
昇
に
よ
り
、
実
質
的
な
生
活
負
担
が
増

加
し
て
い
る
中
、
低
～
中
所
得
層
へ
の
税
負
担
軽
減
が

急
務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
収
を
１
０
３
万
円
以

下
に
抑
え
よ
う
と
す
る
「
働
き
控
え
」
を
防
ぐ
目
的
も

あ
り
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
て
い
る
日
本
で
は
、
今
後

労
働
力
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
年

収
の
壁
を
引
き
上
げ
て
短
時
間
労
働
者
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
所
得
階
層
に
応
じ
た
段
階
的
な
控
除
額
の
加
算

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
か
ら
所
得
税
の
壁
が
、

従
来
の
年
収
１
０
３
万
円
か
ら
最
大
１
６
０
万
円
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
基
礎
控
除
が
48
万
円
か
ら
最
大

95
万
円
に
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
が
55
万
円

か
ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
収
が
2
0
0
万
3
9
9
9
円
を
超
え
る

場
合
、
年
収
金
額
に
応
じ
て
基
礎
控
除
額
は

段
階
的
に
減
少
し
ま
す
。

　

基
礎
控
除
と
は
、
総
所
得
（
合
計
所
得
金

額
）
か
ら
差
し
引
け
る
所
得
控
除
の
う
ち
の

一
つ
で
す
。
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
人
は
、

給
与
の
収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
を

控
除
し
、
基
礎
控
除
額
及
び
そ
の
他
の
所
得

控
除
額
を
差
し
引
い
て
課
税
所
得
金
額
を
算

定
し
、
所
得
税
を
求
め
ま
す
。

　

合
計
所
得
金
額
が
１
３
２
万
円
以
下
～

６
５
５
万
円
以
下
の
場
合
、
令
和
７
～
８
年

の
限
定
措
置
と
し
て
収
入
別
に
一
定
の
控
除

額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
58
万
円
に
そ
れ

ぞ
れ
37
万
円
、
30
万
円
、
10
万
円
、
５
万

円
を
加
算
し
た
95
万
円
、
88
万
円
、
68
万

円
、
63
万
円
が
基
礎
控
除
に
な
り
ま
す
。
措

置
期
間
終
了
後
の
令
和
９
年
以
降
に
は
、

１
３
２
万
円
以
上
～
６
５
５
万
円
以
下
の
場

合
は
、
基
礎
控
除
が
一
律
58
万
円
と
な
り
ま

す
。

年収の壁の改正で課税最低限ラインが引き上げられた

夫の扶養の
範囲で働きたい。

いくらまでなら
非課税なの？

令和６年まで
年収が103万円を

超えると課税

令和7年以降
年収が160万円を

超えると課税

基礎控除
48万円

基礎控除
95万円

給与所得控除
55万円

給与所得控除
65万円

103万円超ライン　

160万円超ライン　

２
基
礎
控
除
等
の

見
直
し
内
容

基
礎
控
除
等
の

見
直
し
内
容

　
給
与
収
入
が
２
０
０
万
円
以
下
の
方

は
、「
95
万
円（
基
礎
控
除
）＋
65
万
円（
給

与
所
得
控
除
）」
で
最
大
１
６
０
万
円
ま

で
は
、
所
得
税
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

1
改
正
の
背
景
と
目
的

改
正
の
背
景
と
目
的



77 いつもの作業にご注意を。点検忘れず安全第一。 指さし、声だし、安全確認。

特　集 令和７年度税制改正に伴う所得税の基礎控除見直しについて

合計所得金額 給与収入に
換算すると

基礎控除
令和6年まで 令和7年、8年 令和9年〜

〜132万円 〜200万3999円

48万円

58万円＋37万円 =95万円
〜336万円 〜475万1999円 58万円＋30万円 =88万円

58万円〜489万円 〜665万5556円 58万円＋10万円 =68万円
〜655万円 〜850万円  58万円 ＋ 5万円 =63万円

〜2,350万円 〜2,545万円 58万円
〜2,400万円 〜2,595万円 48万円
〜2,450万円 〜2,645万円 32万円
〜2,500万円 〜2,695万円 16万円
2,500万円〜 2,695万円〜 0万円

給与収入
給与所得控除

令和6年まで 令和7年〜

〜162.5万円 55万円

65万円〜180万円 給与収入 ×40％ -10万円

〜190万円
給与収入 ×30％ +8万円

〜360万円 給与収入 ×30％ +8万円

〜660万円 給与収入 ×20％ +44万円

〜850万円 給与収入 ×10％ +110万円

850万円〜 195万円

扶養親族
等の年収
123万円

扶養親族
等の年収
103万円

給与所得
控除

65万円

所得要件
58万円

給与所得
控除

55万円

所得要件
48万円

  

扶
養
控
除
等
の
所
得
要
件
の
改
正

　

給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
が 

55
万
円
か
ら

65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
基
礎
控
除
の
改
正

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
基
礎
控
除
と
給
与
所

得
控
除
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
と
も
な
い
、
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族

等
の
所
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
与
所
得
控
除
の
引
き
上
げ
と
所
得
要
件
の
緩
和
を

合
わ
せ
て
、
扶
養
控
除
の
年
収
の
壁
は
、
１
０
３
万
円

か
ら
１
２
３
万
円
に
な
り
ま
す
（
＋
20
万
円
）。

給与収入と基礎控除の上乗せ額

年収別の給与所得控除額

改 正 前 改 正 後



88見たつもり　やったつもりが事故招く　基本に戻って再確認

扶養控除扶養控除

63万円63万円

控 

除 

額

控 

除 

額

123万円103万円 150万円 188万円

子供の年収子供の年収

特定親族
特別控除

  
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

　

新
た
に
「
特
定
親
族
特
別
控
除
」
が
創
設
さ
れ
、
19

歳
以
上
23
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
親
が
受
け
ら
れ
る
控

除
に
つ
い
て
、
子
供
の
所
得
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
子
の
年
収
が
上
限
を
超
え
る
と
、

扶
養
し
て
い
る
親
が
63
万
円
の
扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
為
、
以
前
は
「
１
０
３
万
円
」
を
超
え
な
い

よ
う
に
就
業
調
整
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

通
常
の
扶
養
控
除
が
１
２
３
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
特
定
親
族
特
別
控
除
に
よ
り
１
５
０
万
円
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
定
親
族
特
別
控
除
は
、
扶

養
し
て
い
る
親
族
な
ど
が
そ
の
年
末
時
点
で
19
歳
以

上
23
歳
未
満
で
な
け
れ
ば
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
大
学
生
の
子
が
」
と
表
現
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際

は
大
学
生
で
あ
る
か
ど
う
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
年
齢
と
所
得
で
判
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
子
供
の
年
収
が

１
５
０
万
円
を
超
え
て
、
１
８
８
万
円
以
下
の
場
合
も

一
定
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
19

歳
以
上
23
歳
未
満
の
子
が
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
で
も
給

与
収
入
１
２
３
万
円
超
１
５
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
親

は
63
万
円
の
特
定
親
族
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
子
供
が
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
年
間
１
５
０
万
円

近
く
稼
い
で
し
ま
う
と
、
子
供
本
人
に
住
民
税
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
「
所
得
税
の
年
収
の
壁
」
が

１
０
３
万
円
か
ら
１
６
０
万
円
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
１
０
３
万
円
を
意
識
し
て
就
労
調
整
し
て
い

た
従
業
員
が
労
働
時
間
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

従
業
員
の
年
収
が
増
え
る
と
、
一
定
の
条
件
の
下
、
従

業
員
に
社
会
保
険
へ
の
加
入
義
務
が
生
じ
た
り
、
配
偶

者
等
の
社
会
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
て
従
業
員
自
身
が

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
生
じ

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が「
社
会
保
険
の
年
収
の
壁
」で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
年
収
が
増
え
て
い
く
と
、

従
業
員
は
「
所
得
税
の
年
収
の
壁
」
よ
り
も
先
に
「
社

会
保
険
の
年
収
の
壁
」
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
社
会
保
険
の
加
入
義
務

  

従
業
員
が
51
人
以
上
の
企
業
の
場
合

 

　
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
を
越
え
て
以
下
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
そ
の
従
業
員
に
は
社
会
保
険
の
加
入
義
務

が
生
じ
ま
す
。

改 正 前 改 正 後

３
事
業
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て

事
業
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て
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特　集 令和７年度税制改正に伴う所得税の基礎控除見直しについて

住民税
住民税

所得税 住民税

所得税

社会保険料
（条件あり）

住民税

所得税

社会保険料
住民税

所得税

社会保険料

配偶者特別
控除の減少

100万円
の壁

103万円
の壁

106万円
の壁

130万円
の壁

150万円
の壁

負担

負担
負担

負担

負担
＋＋

＋＋

＋＋
＋＋

＋＋ ＋＋

＋＋

住民税
住民税

所得税 住民税

所得税

社会保険料
（条件あり）

住民税

所得税

社会保険料
住民税

所得税

社会保険料

配偶者特別
控除の減少

100万円
の壁

103万円
の壁

106万円
の壁

130万円
の壁

150万円
の壁

負担

負担
負担

負担

負担
＋＋

＋＋

＋＋
＋＋

＋＋ ＋＋

＋＋

●
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

●
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０
０
円
以
上

　

※
2
0
2
6
年
10
月
撤
廃
予
定

●
２
か
月
を
超
え
て
働
く
予
定
が
あ
る

●
学
生
で
は
な
い

  

従
業
員
が
50
人
以
下
の
企
業
、

  

ま
た
は
学
生
の
従
業
員
の
場
合

　

配
偶
者
等
が
加
入
す
る
社
会
保
険
の
扶
養
に
入
っ
て

い
る
従
業
員
は
、
年
収
が
１
３
０
万
円
を
越
え
る
と
、

配
偶
者
等
の
社
会
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
従
業
員
自
身
で
「
会
社
の
社
会
保
険
」
ま
た
は

「
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
」
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

特
に
「
社
会
保
険
の
年
収
の
壁
」
を
超
え
た
場
合
の

社
会
保
険
料
の
負
担
は
大
き
い
た
め
、
所
得
税
や
扶
養

控
除
の
年
収
の
壁
の
改
正
内
容
と
併
せ
て
、
早
期
に
従

業
員
へ
の
案
内
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
年
収
の

壁
」
を
超
え
た
影
響
を
従
業
員
に
理
解
し
て
も
ら
っ
た

う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
働
く
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
に
加
入
す
る
と
、
社
会
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
で
手
取
り
が
減
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員

に
は
将
来
も
ら
え
る
年
金
額
が
増
え
る
・
病
気
等
の
際

に
給
付
金
が
受
け
取
れ
る
等
の
長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
従
業
員
が
総
合
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に

情
報
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

改
定
後

従　
来

１23万円の壁
扶養から外れる
親が扶養控除を受けられない
（※19〜22歳を除く）

１50万円の壁
19〜22歳の場合、段階的に
親の扶養控除が減少する

１60万円の壁
所得税がかかる

配偶者の特別控除が
段階的に減少する

社会保険への加入義務ボーダーライン ※2026年10月に撤廃予定
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っ
て
も
、
年
末
調
整
で
基
礎
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
必
ず
こ
の
書
類
に
記
入
し
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

労
務
担
当
者
と
し
て
は
、
年
末
調
整
の
際
に
「
扶
養

控
除
等
申
告
書
」
と
一
緒
に
必
ず
こ
の
基
礎
控
除
申
告

書
も
回
収
し
、
内
容
を
確
認
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
基
礎
控
除
の
み
の
適
用
で
も
こ
の
書
類
の
提
出

が
必
要
に
な
る
点
は
、
あ
ら
か
じ
め
従
業
員
に
説
明
し

て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
控
除
額
に
誤
り
が
あ
れ

ば
あ
と
か
ら
修
正
や
追
加
徴
収
が
発
生
す
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
提
出
時
期
を
守
る
よ
う
に
促
し
、
早
め
に

回
収
し
て
不
備
が
な
い
か
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
7
年
分
か
ら
は
、
こ
の
特
定
親
族
特
別
控
除
申

告
書
も
追
加
さ
れ
た
「
給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除
申
告

書 

兼 

給
与
所
得
者
の
配
偶
者
控
除
等
申
告
書 

兼 

給

与
所
得
者
の
特
定
親
族
特
別
控
除
申
告
書 

兼 

所
得
金

額
調
整
控
除
申
告
書
」
と
な
り
ま
す
。

  

給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除
申
告
書
の

  

書
き
方

① 

給
与
所
得
の
収
入
⾦
額

　
　

給
与
所
得
の
「
収
入
金
額
」
欄
に
は
、
当
年
1
年

間
（
1
～
12
月
）
の
収
入
合
計
を
記
入
し
ま
す
。
し

か
し
、
年
末
調
整
の
書
類
を
作
成
す
る
段
階
で
は
ま

だ
給
与
等
の
最
終
支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、

概
算
見
積
額
で
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

従
業
員
に
は
、
給
与
明
細
な
ど
で
確
認
し
な
が
ら

1
年
間
の
収
入
金
額
を
見
積
る
よ
う
指
示
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
手
取
額
で
は
な
く
総
支
給
額
で
計
算

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
給
与
明
細
の
ど
の
部
分
を

参
考
に
す
る
か
を
提
示
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
特

に
、
非
課
税
に
当
た
る
交
通
費
や
通
勤
手
当
な
ど
除

外
す
る
項
目
も
提
示
す
る
と
、
計
算
ミ
ス
を
防
ぐ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
合
計
所
得
金
額
に
応

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
で
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
お

よ
び
給
与
所
得
控
除
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
施
行
は
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
の
12
月
１
日

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
同
年
12
月
以
降
の
給
与
の
源
泉

徴
収
に
関
し
て
は
、
（
１
）
基
礎
控
除
の
最
高
額
と

（
２
）
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
証
額
、
（
３
）
扶
養

控
除
等
の
所
得
要
件
の
引
上
げ
、
そ
し
て
（
４
）
新
た

に
設
け
ら
れ
た
特
定
親
族
特
別
控
除
が
影
響
し
て
き
ま

す
。

  

基
礎
控
除
申
告
書

　

基
礎
控
除
申
告
書
は
、
給
与
所
得
者
が
基
礎
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。こ
れ
は「
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
企
業
、
つ
ま
り

主
た
る
給
与
を
支
払
う
会
社
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
分
か
ら
は
、
こ
の
申
告
書
が
「
給
与
所
得

者
の
基
礎
控
除
申
告
書 

兼 

配
偶
者
控
除
等
申
告
書 

兼 

所
得
金
額
調
整
控
除
申
告
書
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
1
枚
の
書
類
で
ま
と
め
て
複
数
の
申
告
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
配
偶
者

控
除
や
所
得
金
額
調
整
控
除
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ

４
年
末
調
整
に
お
け
る

実
務
対
応

年
末
調
整
に
お
け
る

実
務
対
応
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特　集 令和７年度税制改正に伴う所得税の基礎控除見直しについて

じ
て
基
礎
控
除
額
が
段
階
的
に
変
動
す
る
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
か
ら
は
こ
れ
が
さ

ら
に
見
直
さ
れ
、
所
得
が
低
い
場
合
に
よ
り
大
き
な

控
除
が
受
け
ら
れ
る
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、

見
積
額
が
区
分
を
ま
た
ぐ
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

控
除
額
の
判
定
に
影
響
し
ま
す
。
該
当
し
そ
う
な
場

合
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

② 

給
与
所
得
の
所
得
⾦
額

　
　

給
与
所
得
の
「
所
得
金
額
」
欄
に
は
、
年
間
の
給

与
所
得
の
収
入
金
額
（
①
）
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
た
金
額
を
記
入
し
ま
す
。

③ 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

　
　

個
人
事
業
主
と
し
て
副
業
し
て
い
る
場
合
な
ど
給

与
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
得
の
合

計
額
を
「
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
」
欄
に

記
入
し
ま
す
。
た
だ
し
、
売
上
額
な
ど
の
収
入
金
額

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
諸
経
費
と
青
色
申
告
の
方
は

青
色
申
告
特
別
控
除
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
記
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
喚
起
が
必
要
で
す
。

④ 

本
年
中
の
合
計
所
得
⾦
額
の
⾒
積
額

　
　

給
与
所
得
の
所
得
⾦
額
（
②
）
と
給
与
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
（
③
）
を
合
計
し
て
、
本
年
中
の

合
計
所
得
⾦
額
の
⾒
積
額
欄
を
記
⼊
し
ま
す
。

⑤ 

控
除
額
の
計
算

　
　

控
除
額
の
計
算
表
に
、
本
年
中
の
合
計
所
得
⾦
額

の
⾒
積
額
（
④
）
を
当
て
は
め
て
基
礎
控
除
額
を
判

定
し
ま
す
。

　
　

判
定
し
た
基
礎
控
除
額
は
「
基
礎
控
除
の
額
」
欄

に
記
入
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
判
定
基
準
と
な
る
合
計
所
得
⾦
額
の
⾒
積

額
は
、
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
に

必
要
と
な
り
ま
す
。
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
る
従
業
員
に
は
、
判
定
表
に
記
載
さ
れ
て

い
る
（
A
）
（
B
）
（
C
）
の
い
ず
れ
か
を
「
区
分

Ⅰ
」
の
欄
に
記
入
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。 

  

年
末
調
整
の
計
算
方
法
の
変
更

　

年
末
調
整
で
は
、
年
間
の
給
与
収
入
に
基
づ
い
て
所

得
税
額
を
再
計
算
し
ま
す
。
改
正
後
の
基
礎
控
除
額
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
令
和
７
年
分
基
礎
控
除
申
告
書 

兼 

配
偶
者
控
除
等

申
告
書 

兼 

特
定
親
族
特
別
控
除
申
告
書 

兼 

所
得
金

額
調
整
控
除
申
告
書
（
令
和
７
年
分
の
年
末
調
整
で
は

申
告
書
が
統
合
さ
れ
た
新
様
式
が
使
用
さ
れ
ま
す
） 

❶
給
与
収
入
１
９
０
万
円
以
下
の
人
の
所
得
の
計
算
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

※
給
与
所
得
控
除
が
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

❷
控
除
額
を
判
定
す
る
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
に
応

じ
た
区
分
が
「
１
３
２
万
円
以
下
」
「
１
３
２
万
円

超
３
３
６
万
円
以
下
」
等
と
細
か
く
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
区
分
に
よ
っ
て
控
除
額
が
変
わ
る
た
め
、
正

し
く
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸
基
礎
控
除
申
告
書
の
❶
と
同
様
に
、
所
得
の
計
算
方

法
が
変
わ
り
ま
す

❹
配
偶
者
控
除
等
の
控
除
額
を
判
定
す
る
区
分
の
合
計

所
得
金
額
の
「
48
万
円
」
が
「
58
万
円
」
に
変
わ
り

ま
す
。

❺
特
定
親
族
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
の
申
告
書
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　

年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未
満
で
、
所
得
58
万
円
超
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１
２
３
万
円
以
下
（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
、
年
収

１
２
３
万
円
超
１
８
８
万
円
以
下
）
の
親
族
を
記
載
し

ま
す
。

❷

❹
❸

❺

❶



1313 慣れるほど忘れてしまうその危険　初心にかえって再確認

特　集 令和７年度税制改正に伴う所得税の基礎控除見直しについて

  
令
和
7
年
分
扶
養
控
除
等
申
告
書

　

令
和
７
年
分
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
に
つ
い
て
、
様

式
の
改
定
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
申
告
書
に
記
載
す
る
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
の
範
囲

が
変
わ
り
ま
す
。

　

所
得
要
件
は
合
計
所
得
金
額
95
万
円
以
下
の
ま
ま
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障

額
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
所
得
の
計
算
方
法
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
所
得
の
見
積
額
が
95
万
円
（
給
与
収

入
の
み
の
場
合
、
年
収
１
５
０
万
円
）
以
下
の
場
合

に
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
分
か
ら
は
、

所
得
の
見
積
額
が
95
万
円
（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
、

年
収
１
６
０
万
円
）
以
下
の
場
合
に
記
載
し
ま
す
。

❷
申
告
書
に
記
載
す
る
扶
養
親
族
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
同
一
生
計
配
偶
者
、
ひ
と
り
親
控
除
を
受
け
る

場
合
の
生
計
を
一
に
す
る
子
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
所
得
の
見
積
額
が
48
万
円
（
給
与
収

入
の
み
の
場
合
、
年
収
１
０
３
万
円
）
以
下
の
場
合

に
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
分
か
ら
は
、

所
得
の
見
積
額
が
58
万
円
（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
、

年
収
１
２
３
万
円
）
以
下
の
場
合
に
記
載
し
ま
す
。

❸
所
得
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

  

従
業
員
へ
の
確
認
と

  

必
要
書
類
の
と
り
ま
と
め

　

税
制
改
正
で
新
た
に
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
な
っ
た

親
族
等
が
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た

親
族
等
が
い
る
場
合
に
は
、
従
業
員
か
ら
「
扶
養
控
除

等
（
異
動
）
申
告
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

の
際
に
「
異
動
月
日
及
び
事
由
」
の
欄
に
は
「
令
和
７

年
12
月
１
日
改
正
」
な
ど
と
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未

満
で
合
計
所
得
金
額
が
58
万
円
超
～
１
２
３
万
円
以
下

の
親
族
を
有
す
る
人
は
、
「
特
定
親
族
特
別
控
除
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
「
給
与
所
得
者
の
特
定
親
族
特
別
控

除
申
告
書
」
を
従
業
員
が
年
内
最
後
の
給
与
支
給
日
前

日
ま
で
に
提
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
実
務
対
応
の
た
め
12
月
よ
り
前
に
従
業
員

か
ら
基
礎
控
除
申
告
書
な
ど
の
年
末
調
整
関
係
書
類
を

提
出
し
て
も
ら
う
場
合
に
押
さ
え
て
お
く
べ
き
点
が
あ

り
ま
す
。
「
２
０
２
５
年
12
月
１
日
施
行
の
改
正
内
容

を
反
映
し
た
書
類
の
早
期
提
出
が
可
能
。
実
務
面
で
は
、

改
正
施
行
後
の
書
類
提
出
だ
け
で
は
年
末
調
整
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
日
以
後
に
適

用
さ
れ
る
改
正
内
容
を
反
映
し
た
書
類
で
あ
っ
て
も
、

施
行
日
前
か
ら
の
提
出
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
差
し
支

え
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
で
は
年

末
調
整
に
関
わ
る
各
種
の
実
務
が
大
き
く
変
わ
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
制
度
内
容
を
き
ち
ん
と
確
認
し
、

社
内
周
知
や
必
要
書
類
の
取
り
ま
と
め
を
早
め
に
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
不
明
点
や
個
別
対
応
が
必
要
な
場

合
に
は
、
専
門
家
へ
の
相
談
も
有
効
な
対
応
で
す
。
正

確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
年
末
調
整
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
早
め
の
準
備
と
情
報
収
集
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

❷

❸

❶
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基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 兼 特定親族特別控除申告書 兼 所得金額調整控除申告書　新様式



1515 チョット待て！　その行動は安全か？

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommend Informationおすすめ
情報コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ情報を募集いたします。奮ってご応募ください。情報募集
（掲載料無料）

www.hakaru.ai

詳しくは
ウェブサイトで
チェック＞＞＞

サービスの特長サービスの特長
●初期費用無料。月額は 11,000 円＋220 円 × メーター数～●初期費用無料。月額は 11,000 円＋220 円 × メーター数～
● Excel 帳票に連携できるオプションメニューあり● Excel 帳票に連携できるオプションメニューあり
●メーター値と画像は同時に保存。メモも残せる●メーター値と画像は同時に保存。メモも残せる
●使用量・前月比％もスマホ画面に瞬時に表示●使用量・前月比％もスマホ画面に瞬時に表示
●チェック形式の点検も記録・保存ができる●チェック形式の点検も記録・保存ができる
●電波のない場所でも利用可●電波のない場所でも利用可

GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社
TEL 0800-1234-250（平日10:00〜18:00）

「hakaru.ai byGMO」は、どうしてもミスの
起こりやすい検針作業と手間のかかる確認作
業をサポートする、メーター検針の改善に特
化した業務支援サービスです。
使い方はとっても簡単。スマホアプリでメー
ターを撮影するだけ。数秒後には写真から読
み取った検針値とメーターの画像がそのまま
台帳に自動保存されます。
台帳はパソコンのウェブブラウザでも同時に
閲覧ができるため、紙台帳を持ち帰る待ち
時間も不要になります。ペーパーレス化と
品質向上、作業時間の圧縮を同時に叶える
hakaru.aiの検針を、ぜひご体験ください。

メーター読取「hakaru.ai byGMO」
誤検針、入力ミス、誤請求リスクを回避

スマホで撮るだけ。簡単検針
今こそAIで業務改善！

ハ カ ル エーアイ



1616決めたこと　守る勇気と続ける努力　みんなで築こう　ゼロミス職場

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第145回第145回

理 事 会 報 告理 事 会 報 告
■日時■日時　　令和7年9月2日（火）午後３時～午後3時55分令和7年9月2日（火）午後３時～午後3時55分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事23名、監事3名■理事・監事数　　理事23名、監事3名
■出席者　　　　　理事23名、監事1名■出席者　　　　　理事23名、監事1名

■審議事項■審議事項
第１号議案　入会の承認について第１号議案　入会の承認について
　その1　正会員　　高層ビルサービス株式会社　その1　正会員　　高層ビルサービス株式会社
　その2　正会員　　株式会社ザイマックス　その2　正会員　　株式会社ザイマックス

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

９
月
に
入
っ
て
も
猛
暑
が
続
い
て
お
り
、
熱
中
症
に

よ
っ
て
搬
送
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
皆
様
方
、

従
業
員
の
方
々
も
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

先
般
の
参
議
院
選
挙
で
自
民
・
公
明
が
少
数
与
党
と

な
っ
た
。
野
党
と
の
連
携
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

自
民
党
内
の
政
局
は
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
。
そ
ん
な

中
で
日
米
の
関
税
問
題
に
つ
い
て
は
大
詰
め
を
迎
え
て

い
る
。
今
後
の
石
破
総
理
の
進
退
に
つ
い
て
目
が
離
せ

な
い
状
況
に
あ
る
。

　

東
京
都
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
63
円
増
の

１
２
２
６
円
と
な
っ
た
。
過
去
最
大
の
上
げ
幅
で
あ
り
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
と
っ
て
は
大
き
な
影
響
が

あ
る
。
今
後
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
雇
用
関
連
の
各
種
補
助
金
を
活
用

す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
て
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
た
い
。

　

本
日
は
入
会
審
査
な
ど
４
議
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い

た
だ
く
。
積
極
的
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
総
務
委
員
長

そ
の
１　
正
会
員

　
　
　
　
高
層
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

そ
の
２　
正
会
員

　
　
　
　
株
式
会
社
ザ
イ
マ
ッ
ク
ス

そ
の
３　
正
会
員

　
　
　
　
Ｄ
Ｃ
株
式
会
社

そ
の
４　
賛
助
会
員

　
　
　
　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

そ
の
５　
賛
助
会
員

　
　
　
　
株
式
会
社
ブ
ロ
ー
ド
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　

標
記
５
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
高
層
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
は
、
昭
和

46
年
６
月
に
設
立
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
清
掃
を
中
心
に
事

業
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
、
一
般
清
掃
分
野
に
お
け

る
研
修
、
外
国
人
材
活
用
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
入
会
を
希
望
し
て

い
る
。
推
薦
会
社
は
、
ウ
ィ
ズ
株
式
会
社
で
あ
る
。

そ
の
２　
株
式
会
社
ザ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
昭
和
57
年

に
リ
ク
ル
ー
ト
の
ビ
ル
事
業
部
と
し
て
創
設
さ
れ
た

後
、
平
成
12
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
よ
り
会
社
設
立
さ
れ
、

主
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
総
合
管
理
を
行
っ
て
お

Photo:コスモス

　その3　正会員　　DC株式会社　その3　正会員　　DC株式会社
　その4　賛助会員　ビューローベリタスジャパン株式会社　その4　賛助会員　ビューローベリタスジャパン株式会社
　その5　賛助会員　株式会社ブロードエンタープライズ　その5　賛助会員　株式会社ブロードエンタープライズ
第２号議案　継続第２号議案　継続入会入会の承認についての承認について
第３号議案　特定費用準備資金等取扱規則の制定について第３号議案　特定費用準備資金等取扱規則の制定について
第４号議案　役員賠償責任保険への加入について第４号議案　役員賠償責任保険への加入について

正会員３社、賛助会員２社の入会を承認正会員３社、賛助会員２社の入会を承認
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■第 145回理事会

り
、
既
に
大
阪
協
会
の
会
員
で
あ
る
。
今
般
、
都
内

事
業
者
と
の
関
係
強
化
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て

い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
ザ
イ
マ
ッ
ク
ス
サ

ラ
で
あ
る
。

そ
の
３　
Ｄ
Ｃ
株
式
会
社
は
、
平
成
４
年
11
月
に
設

立
さ
れ
、
清
掃
業
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

外
国
人
従
事
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
動
画
サ
ー

ビ
ス
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
都
内
の
同
業

他
社
と
の
関
係
強
化
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い

る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ
ク
で
あ
る
。

そ
の
４　
賛
助
会
員
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
は
、
１
８
２
８
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
発

祥
し
、
昭
和
28
年
に
フ
ラ
ン
ス
船
級
協
会
検
査
員
事

務
所
日
本
支
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
平
成
14
年
に

建
築
認
証
部
門
が
日
本
法
人
と
し
て
独
立
し
、
建
築

認
証
事
業
、
電
気
保
安
点
検
業
務
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
般
、
事
業
の
拡
大

を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、

株
式
会
社
ミ
ザ
ッ
ク
で
あ
る
。

そ
の
５　
賛
助
会
員
、株
式
会
社
ブ
ロ
ー
ド
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
は
、
平
成
12
年
12
月
に
大
阪
で
マ
ン
シ
ョ

ン
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
17
年
に
東
京
に
進
出
し
た
。

今
般
、
建
物
へ
の
設
備
導
入
や
修
繕
を
実
施
す
る
際

に
、
初
期
費
用
を
ゼ
ロ
円
に
て
実
施
で
き
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
「
Ｂ
Ｒ
Ｏ-

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
の
販
路

拡
大
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社

は
、
株
式
会
社
メ
イ
プ
ル
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。

第
２
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
総
務
委
員
長

　
そ
の
１　
正
会
員　

　
　
　
　
　
株
式
会
社
日
商
イ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ

　
そ
の
２　
正
会
員　

　
　
　
　
　
三
洋
環
境
株
式
会
社

　

標
記
２
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
正
会
員
、
株
式
会
社
日
商
イ
ン
タ
ー
ラ
イ

フ
は
、
会
員
で
あ
っ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
株
式
会
社
と
令
和
７
年
６
月
に
グ
ル
ー
プ
内
合

併
を
し
た
。
今
般
、
存
続
会
社
と
な
る
同
社
か
ら
継

続
入
会
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

そ
の
２　
正
会
員
、
三
洋
環
境
株
式
会
社
は
、
令
和

７
年
７
月
に
会
員
で
あ
っ
た
サ
ン
リ
ツ
テ
ク
ノ
ス
株

式
会
社
を
吸
収
合
併
し
た
。
今
後
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
を
行
う
と
の
こ
と
か
ら
、
継
続
入
会
の
申
込

み
が
あ
っ
た
。

第
３
号
議
案　
特
定
費
用
準
備
資
金
等
取
扱
規
則
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
榎
本
総
務
委
員
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

令
和
７
年
８
月
５
日
に
東
京
都
の
立
入
検
査
を
受

け
た
中
で
、
都
か
ら
特
定
費
用
準
備
資
金
に
係
る
規

定
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
至
急
整
備
す
る
よ

う
に
と
指
導
が
あ
っ
た
。
当
協
会
に
お
い
て
は
、
長

期
修
繕
積
立
預
金
が
特
定
費
用
準
備
資
金
に
該
当
す

る
。
本
規
則
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
の
リ
ー

ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

第
4
号
議
案　
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の

加
入
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
榎
本
総
務
委
員
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

当
協
会
で
は
、
役
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に

備
え
る
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
後

も
役
員
の
皆
様
に
安
心
安
全
に
業
務
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
賠
償
責
任
保
険
へ
加
入
す
る
。
加
入
す

る
保
険
は
全
国
協
会
と
同
じ
く
、
公
益
法
人
協
会
が

募
集
す
る
団
体
保
険
で
あ
り
、
補
償
額
は
１
億
円
で

あ
る
。
被
保
険
者
は
協
会
の
全
て
の
役
員
と
な
り
、

年
額
保
険
料
は
19
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。

3　
報
告
事
項

（
１
）
全
国
協
会
報
告　
　
梶
山
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
２
５
年
定
時
総
会
等

　

全
国
協
会
の
定
時
総
会
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
に
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つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
東
京
協
会
か
ら

は
、
質
疑
応
答
の
中
で
２
点
の
意
見
と
要
望
を
行
っ

た
。
来
年
の
定
時
総
会
は
、
７
月
に
広
島
市
で
開
催

さ
れ
る
。

　

定
時
総
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
、
２
０
２
５
～

２
０
２
７
年
の
会
長
に
当
協
会
の
佐
々
木
会
長
が
、

直
前
会
長
に
一
戸
名
誉
会
長
が
、
監
事
に
小
茅
理
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京
地
区
本

部
長
に
は
梶
山
副
会
長
が
、
副
地
区
本
部
長
及
び
建

築
物
管
理
訓
練
セ
ン
タ
ー
評
議
員
に
は
榎
本
理
事
が
、

そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
、
就
任
し
た
。

イ　
第
56
回
実
態
調
査
等
の
実
施

　

ビ
ル
メ
ン
事
業
者
の
経
営
・
労
務
状
況
な
ど
を
調

査
す
る
業
界
唯
一
の
総
合
調
査
で
あ
り
、
９
月
下
旬

に
調
査
票
を
送
付
す
る
。
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
と

す
る
た
め
に
、
回
答
率
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
。ウ　

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
の
開
催

　

11
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、
10
時
か
ら

17
時
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
西
展
示
棟
に
て

開
催
す
る
。
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

　

令
和
６
年
３
月
に
破
産
し
た
元
会
員
の
破
産
管
財

人
か
ら
破
産
手
続
廃
止
決
定
の
連
絡
を
受
け
た
た
め
、

滞
納
会
費
額
３
万
６
０
０
０
円
を
償
却
す
る
。

　

第
15
回
定
時
総
会
は
、出
席
総
数
３
８
２
社
に
よ
っ

て
全
議
案
承
認
さ
れ
た
。

　

第
59
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
の
被
表
彰
者
は
、

１
７
２
社
７
１
６
名
で
あ
っ
た
。

　

全
国
協
会
か
ら
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
の
共
催
名
義
の
使
用

依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
承
諾
を
し
た
。

イ　
労
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

　

今
年
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、
10
月
10
日
午
後

２
時
か
ら
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
開
催
す
る
。

転
倒
、
熱
中
症
な
ど
の
防
止
に
業
界
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
く
旨
の
大
会
宣
言
、
筑
波
大
学
・
山
田
教
授

に
よ
る
高
齢
者
の
転
倒
予
防
に
関
す
る
講
演
、
労
働

基
準
局
の
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
来
場
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

７
月
７
日
に
「
職
場
の
熱
中
症
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
１
０
０
名
以
上
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

東
京
都
最
低
賃
金
が
、
10
月
３
日
か
ら
現
行
の

１
１
６
３
円
か
ら
63
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
２
２
６

円
と
す
る
こ
と
が
東
京
労
働
局
よ
り
周
知
さ
れ
た
。

　

昨
年
８
月
に
東
京
労
働
局
か
ら
転
倒
防
止
徹
底
の

要
請
を
受
け
て
か
ら
の
１
年
間
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

等
の
取
組
を
続
け
て
、
今
年
は
昨
年
同
時
期
に
比
べ

て
発
生
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
８
月
17
日
東
京

労
働
局
を
訪
問
し
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
安
全
課
長
に

報
告
し
た
。
こ
の
間
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
る
「
産
業
保
健
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
つ
い
て
、
東
京
労
働
局
か
ら
後
援
名
義
の
使

用
依
頼
が
あ
り
、
承
諾
し
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
鷹
巣
委
員
長

　

10
月
18
日
に
第
22
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行
「
小
江
戸

さ
わ
ら
舟
め
ぐ
り
と
や
き
い
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
」

を
実
施
す
る
。

　

11
月
７
日
に
第
９
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
高
田
馬

場
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
で
実
施
す
る
。

　

今
年
度
の
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待
事
業
は
、

７
月
24
日
に
第
70
回
、
９
月
３
日
に
第
71
回
を
実
施
、

次
回
12
月
18
日
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら
募
集
を
開
始

す
る
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

　

８
月
25
日
に
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
た
。
協
会
か
ら
は
委
員
を
含
め
た
９
名
が
、

東
京
都
か
ら
は
契
約
第
二
課
長
や
契
約
調
整
担
当
課

長
な
ど
が
出
席
し
た
。
当
日
は
、
要
望
書
を
手
交
す
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る
と
と
も
に
、
昨
今
の
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
る
契
約

金
額
の
変
更
、
ゼ
ロ
都
債
の
活
用
拡
大
、
熱
中
症
な

ど
の
労
働
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。オ　

広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

　

令
和
７
・
８
年
度
委
員
会
等
の
組
織
一
覧
に
つ
い
て

は
、
今
期
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
と
し
て
各
役
員
・
委

員
等
に
後
日
お
届
け
す
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
に
よ
っ
て
随

時
更
新
が
可
能
と
な
る
。

カ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
谷
川
委
員
長

　

11
月
13
日
に
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
メ
ー

カ
ー
及
び
関
連
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、

委
員
と
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
各
社
ワ
ッ
ク
ス
製
品
の
特
徴
や
床
材

に
適
合
す
る
商
品
の
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

キ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
鈴
木
委
員
長

　

10
月
16
日
に
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会

社
の
施
設
の
見
学
会
を
実
施
す
る
。
東
京
23
区
エ
リ

ア
を
監
視
・
制
御
し
て
い
る
大
規
模
な
電
力
供
給
所

を
見
学
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
電
気
を
届
け
る
た

め
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
た
い
。

ク　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

　

東
京
都
教
育
庁
の
依
頼
に
よ
り
、
清
掃
技
能
検
定

の
審
査
員
４
名
及
び
清
掃
技
能
検
定
の
上
級
技
能
講

習
会
講
師
８
名
を
派
遣
し
た
。

　

８
月
22
日
に
、
夏
休
み
企
業
見
学
会
と
し
て
、
株

式
会
社
京
王
シ
ン
シ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
見
学
会
を
実
施

し
、
18
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

（
3
）
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
西
海
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
７
・
８
月
）

７
月
24
日　

全
国
協
会
定
時
総
会

８
月
５
日　

東
京
都
生
活
文
化
局
立
入
検
査

イ　
今
後
の
予
定

10
月
７
日　

三
役
会

　
　

10
日　

労
働
安
全
衛
生
大
会

11
月
４
日　

三
役
会
、
東
京
地
区
本
部
会
議

　
　
　
　
　

第
1
4
6
回
理
事
会

12
月
２
日　

三
役
会
、
役
員
等
懇
親
会

令
和
８
年

１
月
９
日　

三
役
会
、
第
１
４
７
回
理
事
会

　
　
　
　
　

新
年
賀
詞
交
歓
会

２
月
３
日　

三
役
会

３
月
３
日　

三
役
会
、
東
京
地
区
本
部
会
議

　
　
　
　
　

第
１
４
８
回
理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
５
社
、
賛
助
会
員
69
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
）

エ　
東
京
都
生
活
文
化
局
に
よ
る
立
入
検
査

　

８
月
５
日
に
都
民
生
活
部
管
理
法
人
課
公
益
法
人

担
当
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
、
書
類
内
容
の
点
検
、

事
務
局
職
員
へ
の
質
問
な
ど
を
実
施
し
た
。
重
大
な

違
反
事
案
は
な
い
が
、
特
定
費
用
準
備
資
金
に
関
す

る
規
定
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
本
日
の
理
事

会
で
必
要
な
規
定
を
整
備
し
た
。
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コ
ス
ト
等
の
適
切
な
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
」
と
い
う
通

知
が
発
出
さ
れ
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金
も
活
用
し
、

公
共
調
達
に
お
け
る
労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
適
切
な
価
格
転
嫁
を
図
る
よ
う
、
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

続
い
て
、
令
和
７
年
２
月
28
日
に
は
、「
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
の
公
共
調
達
に
お
け
る
令
和
７
年
度

建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
の
活
用
等
に
つ
い
て
（
通

知
）」
に
よ
り
、
今
後
発
注
を
行
う
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
の
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
当
該
の
労
務
単
価

を
活
用
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
通
知
を
踏
ま
え
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
関

す
る
契
約
の
適
正
化
と
必
要
に
応
じ
た
契
約
金
額
の

迅
速
な
変
更
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

　

先
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

の
従
事
者
は
、
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
な
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
公
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
は
５
類

へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
衛
生
的
で
安
全
な
環
境
の

確
保
を
求
め
る
都
民
の
声
に
は
依
然
と
し
て
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
、
短
時
間

労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
の
拡
大
な
ど
に
加
え
、
慢

性
的
な
人
手
不
足
や
最
低
賃
金
の
大
幅
な
上
昇
な
ど
、

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
令
和
６
年
12
月
20
日
、
総
務
省
自
治
行
政

局
行
政
課
長
か
ら
各
都
道
府
県
や
区
市
町
村
等
の
契

約
担
当
に
対
し
、「
労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生

的
で
安
全
な
環
境
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
中
で
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減
、
高
齢
者
・

女
性
・
障
害
者
の
雇
用
促
進
な
ど
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。
業
界
の
健
全
な
発
展
と
担
い
手
の
育

成
確
保
の
た
め
、
令
和
８
年
度
東
京
都
予
算
に
お
き
ま

し
て
、
下
記
事
項
の
実
現
に
特
段
の
ご
配
慮
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
業
界
を
代
表
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
８
年
度 

東
京
都
予
算
要
望 

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
関
係
施
策

―
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
―

令
和
７
年
８
月
25
日

　
　

公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
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十
分
な
予
算
の
措
置
及
び

契
約
期
間
途
中
で
の
契
約

金
額
変
更
等
に
つ
い
て

1
　

品
確
法
が
示
す
よ
う
に
、
良
好
な
品
質
の
確
保
、

適
切
な
施
設
管
理
は
、
施
設
・
設
備
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
以
下
の
事
項
に
つ
い
て

要
望
し
ま
す
。

（
１
）
前
文
に
記
載
の
と
お
り
、
庁
舎
、
公
共
施
設

等
の
管
理
に
係
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
関

す
る
契
約
の
履
行
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
適
切

な
予
算
計
上
を
行
う
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の
年

度
途
中
の
引
上
げ
等
も
見
込
ん
だ
適
正
な
予
定
価

格
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
複
数
年
契
約
案
件
に
お
い
て
建
築
保
全
業

務
労
務
単
価
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
際
、
東
京
都
に

お
い
て
は
旧
労
務
単
価
か
ら
新
労
務
単
価
に
改
定

す
る
た
め
の
契
約
変
更
を
認
め
て
い
た
だ
け
な
い

ケ
ー
ス
が
一
部
に
あ
る
旨
側
聞
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
関
係
部
局
や
各
区
な
ど
で
も
労
務
費
等
の

コ
ス
ト
上
昇
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
「
ス
ラ
イ
ド

条
項
」
と
し
て
、
特
に
複
数
年
に
わ
た
る
契
約
に

つ
い
て
導
入
ま
た
は
検
討
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
適
切
な
契
約
変
更
へ
の
ご
対
応
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

（
３
）
万
一
、
業
務
委
託
入
札
に
最
低
制
限
価
格
制

度
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
予
め
本
協
会
と
十
分

に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
技
術
力
・
経
営
力
に
よ

る
競
争
を
損
ね
る
弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分

な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、
労
働
集
約
型

業
務
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
人
件
費

割
合
は
85
％
程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
人

手
不
足
の
中
、
安
定
し
た
業
務
の
品
質
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定
価
格
の
85
％

以
上
で
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
評
価
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

2
　

総
合
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
品
質

重
視
の
た
め
に
改
善
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
５
年
２
月
24
日
付
で
環
境
配
慮
契
約
法
基
本
方
針

の
変
更
閣
議
決
定
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

（
１
）
総
合
評
価
方
式
適
用
案
件
は
徐
々
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
都
の
入
札
案
件
に

お
け
る
割
合
は
低
く
、
価
格
競
争
が
中
心
に
な
っ

て
お
り
、
結
果
的
に
低
価
格
入
札
も
生
じ
て
お
り

ま
す
。
一
定
金
額
以
上
の
案
件
に
つ
い
て
は
総
合

評
価
方
式
か
つ
複
数
年
契
約
と
す
る
よ
う
検
討
の

上
、
各
局
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
ゼ
ロ
都
債
の
活
用
に
よ
る
入
札
時
期
の
前

倒
し
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
一
般
競
争
入
札
案
件
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
入
札
時
期
の
前
倒
し
に
よ
る
品

質
確
保
の
効
果
が
真
に
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
複
数

年
に
わ
た
る
総
合
評
価
案
件
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
案
件
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

（
３
）
前
述
の
２
月
24
日
付
閣
議
決
定
に
「
建
築
物

の
維
持
管
理
に
係
る
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
等
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
等
の
デ
ー
タ
計
測
・
分
析
及
び
分
析
結
果
を
反

映
し
た
運
用
改
善
を
実
施
事
業
者
に
求
め
る
も
の

と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
政
策
的
評
価
項
目
に
つ

い
て
は
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事
業
者
で
あ

る
こ
と
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
）
、
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

都へ要望書提出
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等
の
資
格
者
の
保
有
状
況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

関
す
る
認
定
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
）
、
本
協
会

加
盟
の
有
無
等
に
つ
い
て
も
加
点
要
素
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
４
）
総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件
に
つ
い
て
は
、

清
掃
業
務
、
警
備･
受
付
業
務
に
加
え
、
設
備
管

理
に
つ
い
て
も
価
格
点
上
限
を
設
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
５
）
総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者
が
参
入
す
る
方

式
と
し
て
「
事
業
協
同
組
合
」
の
活
用
を
考
え
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
発
注
案
件
に
対
応
す
る
た

め
に
事
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は
期
間
や
経

費
等
の
観
点
か
ら
現
実
的
で
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
で
も
、
一
定
規
模
以
上
の
総
合
管
理
案
件
に
お

い
て
は
、
異
な
っ
た
業
態
の
業
者
の
協
同
が
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ
い

て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

契
約
内
容
の
履
行
確
保
と

入
札
参
加
資
格
の

審
査
に
つ
い
て

3
　

委
託
業
務
の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
、
十
分
な
専

門
知
識
・
経
験
の
な
い
業
者
が
受
託
し
て
建
物
・
設

備
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
公

正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
、
入
札
参
加
資
格
の
厳

格
な
審
査
及
び
履
行
状
況
の
評
価
に
関
し
、
以
下
の

と
お
り
要
望
し
ま
す
。

（
１
）
入
札
参
加
申
請
に
関
し
、
不
正
な
申
請
を
防

ぐ
た
め
、
落
札
者
を
対
象
に
、
公
共
工
事
の
経
営

事
項
審
査
に
準
じ
、
決
算
報
告
書
と
共
に
確
定
申

告
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
、
契
約
実
績
に
つ
い
て

も
特
に
清
掃
・
設
備
・
警
備
に
関
し
て
売
上
の
半

分
以
上
の
契
約
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

（
２
）
業
者
指
名
の
段
階
で
は
、
適
切
な
履
行
能
力

の
有
無
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
積
算
能

力
が
な
い
業
者
の
参
加
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
３
）
入
札
参
加
の
際
に
は
、
入
札
金
額
の
根
拠

と
な
る
積
算
資
料
（
直
接
人
件
費
、
法
定
福
利
費
、

直
接
物
品
費
、
業
務
管
理
費
、
一
般
管
理
費
等
の

内
訳
）
の
提
出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）
入
札
参
加
資
格
者
の
社
会
保
険
の
加
入
に
つ

い
て
、
東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会
へ
の
委
託
事

業
と
し
て
、
全
数
確
認
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
不
適
切
な
業

者
が
い
た
場
合
に
は
、
厳
正
な
対
処
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
５
）
業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
評

価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
令
和
元
年
12
月

に
東
京
都
が
公
表
し
た
「
準
備
契
約
案
件
に
お
け

る
落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

障
害
者
雇
用
の

促
進
に
つ
い
て

4
　

当
協
会
は
、
都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
生
徒

等
を
対
象
に
し
た
自
立
支
援
事
業
、
卒
業
生
の
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
へ
の
就
労
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
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い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
入
札
・
契
約
制

度
を
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
以
下
の
事

項
に
つ
い
て
関
係
各
局
を
適
切
に
ご
指
導
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
す
。

（
１
）
障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
案
件
に
つ

い
て
は
、
昨
年
、
常
用
雇
用
に
つ
な
が
る
大
型
案

件
の
入
札
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
者
の
勤
務
日
数
や
勤
務

時
間
が
少
な
い
案
件
が
依
然
と
し
て
大
宗
を
占
め
、

障
害
者
雇
用
の
モ
デ
ル
に
は
な
り
得
な
い
も
の
も

み
ら
れ
ま
す
。
障
害
者
の
常
用
雇
用
に
つ
な
が
る

契
約
を
さ
ら
に
増
や
す
と
と
も
に
、
危
険
な
作
業

を
伴
う
契
約
は
除
外
す
る
な
ど
、
真
に
障
害
者
雇

用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
内
容
の
入
札
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
に
当
た
り
、
障
害

者
雇
用
率
に
つ
い
て
の
段
階
的
加
点
は
導
入
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
法
定
雇
用
率
が
２
０
２
４
年
４

月
以
降
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
中
、
上
限
が

５
点
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
配
点
の
比
重
の
拡
大

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
３
）
入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項

に
お
け
る
加
点
対
象
、
総
合
評
価
制
度
に
お
け
る

政
策
評
価
項
目
以
外
で
も
、
障
害
者
雇
用
率
が
加

点
要
素
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。労

働
災
害
対
策
に
つ
い
て

5
　

当
業
界
は
高
齢
者
雇
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
屋

外
や
空
調
の
効
い
て
い
な
い
場
所
で
の
作
業
も
多
い

こ
と
か
ら
、
熱
中
症
に
よ
る
労
働
災
害
が
多
数
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
財
務
局
か
ら
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を

含
む
「
業
務
委
託
等
契
約
受
託
者
の
皆
様
へ
」
と
し

て
、
「
東
京
都
発
注
業
務
委
託
等
契
約
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
対
策
の
お
願
い
」
が
令
和
７
年
５
月
に
発

出
さ
れ
、
熱
中
症
予
防
対
策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
６
月
１
日
に
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
が

改
正
さ
れ
、
熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
止
す
る
た
め
、

「
体
制
の
整
備
」
、
「
措
置
実
施
手
順
の
作
成
」
、

「
関
係
者
へ
の
周
知
」
が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
事
業
者
が
熱
中
症
対
策
を
適
正
に
行
わ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
６
ヶ
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則
（
労
働
安
全
衛

生
法
第
１
１
９
条
）
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
企
業
に
お
い
て
も
、
冷
却
機
能
を
持
つ
作

業
や
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
、
水
分
・
塩
分
補
給
に
係
る
消

耗
品
等
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
算
計

上
の
際
に
は
、
熱
中
症
対
策
の
た
め
の
経
費
も
含

め
た
適
切
な
計
上
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　

都へ要望書提出
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社
会
の
主
な

出
来
事

7
・
16	

日
産
自
動
車
が
追
浜
工
場
の
２
０
２

８
年
閉
鎖
を
発
表

7
・
17	

中
国
が
ス
パ
イ
罪
で
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
社
員
に
懲
役
3
年
6
カ
月
の
判
決

7
・
18	

千
代
田
区
が
マ
ン
シ
ョ
ン
転
売
5
年

規
制
を
事
業
者
に
要
請

7
・
19	

大
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
イ
チ
ロ
ー
氏

が
米
野
球
殿
堂
入
り

7
・
20	

第
27
回
参
議
院
選
挙
で
自
民
・
公
明

が
大
敗
し
少
数
与
党
に

7
・
21	

石
破
首
相
が
参
院
選
大
敗
で
も
続
投

を
表
明

7
・
22	

日
米
関
税
交
渉
が
合
意
し
相
互
関
税

25
％
か
ら
15
％
に
引
き
下
げ

7
・
23	

日
E
U
首
脳
が
経
済
「
競
争
力
連

合
」
発
足
を
発
表　

7
・
24	

タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
国
境
係
争
地

で
軍
事
衝
突

7
・
25	

大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ
リ

ア
沖
縄
」
が
開
業

7
・
26	

欧
州
宇
宙
機
関
の
火
星
探
査
機
が
地

下
水
の
痕
跡
を
検
出

7
・
27	

大
相
撲
名
古
屋
場
所
で
琴
勝
峰
が
初

優
勝 

7
・
28	

埼
玉
県
知
事
が
ト
ル
コ
と
の
ビ
ザ
免

除
協
定
の
一
時
停
止
を
要
望

7
・
29	

武
庫
川
女
子
大
が
共
学
化
を
正
式
決

定

7
・
30	

ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で

M
8
・
7
の
地
震
が
発
生
し
日
本
に

津
波
警
報

8
・
1	

山
手
線
の
初
乗
り
運
賃
10
円
値
上
げ

を
国
交
相
が
改
定
認
可

8
・
2	
埼
玉
県
行
田
市
で
下
水
管
点
検
中
の

作
業
員
4
人
が
死
亡

8
・
3	

全
英
女
子
ゴ
ル
フ
で
山
下
美
夢
有
が

初
優
勝

8
・
4	

最
低
賃
金
を
平
均
63
円
引
き
上
げ
る

方
針
が
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
決

定

8
・
5	

群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
41
・
8
度
を
観

測
し
国
内
史
上
最
高
気
温
を
更
新

8
・
6	

広
島
原
爆
投
下
か
ら
80
年
、
全
国
で

平
和
式
典
が
開
催

8
・
7	

大
川
原
化
工
機
冤
罪
事
件
の
検
証
結

果
が
公
表
さ
れ
、
警
視
総
監
が
謝
罪

8
・
8	

鹿
児
島
県
に
大
雨
特
別
警
報
を
発
表

8
・
9	

長
崎
原
爆
投
下
か
ら
80
年
、
追
悼
式

典
が
実
施

8
・
10	

広
陵
高
校
（
広
島
）
が
高
校
野
球
選

手
権
大
会
2
回
戦
か
ら
の
出
場
辞
退

8
・
11	

日
航
1
2
3
便
墜
落
事
故
か
ら
40
年
、

追
悼
式
典
が
開
催

8
・
12	

国
家
公
務
員
技
術
系
の
定
員
割
れ
2

年
連
続

8
・
13	

大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
の
運
転
見
合
わ

せ
で
大
阪
・
関
西
万
博
の
来
場
者
が

足
止
め

8
・
14	

知
床
・
羅
臼
岳
で
登
山
者
が
ヒ
グ
マ

に
襲
わ
れ
る

8
・
15	

終
戦
の
日
を
迎
え
、
全
国
戦
没
者
追

悼
式
実
施

8
・
16	

米
ロ
首
脳
が
ア
ラ
ス
カ
の
米
軍
基
地

で
会
談

8
・
18	

大
阪
・
道
頓
堀
の
火
災
で
消
防
隊
員

2
人
が
殉
職

8
・
19	

随
意
契
約
の
備
蓄
米
を
9
月
以
降
も

販
売
容
認
へ

8
・
20	

石
破
首
相
が
イ
ン
ド
洋
・
ア
フ
リ
カ

経
済
圏
構
想
を
発
表

8
・
21	

米
国
と
E
U
が
貿
易
合
意
で
声
明

8
・
22	

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
で

県
が
補
償
示
す

8
・
23	

第
1
0
7
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
で
沖
縄
尚
学
が
初
優
勝

8
・
24	

非
常
戒
厳
め
ぐ
り
韓
国
前
首
相
の
逮

捕
状
を
請
求

8
・
25	
関
税
影
響
で
米
国
向
け
郵
便
物
を
一

部
引
き
受
け
停
止
を
発
表

8
・
26	
参
院
選
比
例
代
表
で
報
酬
約
束
に
よ

る
買
収
容
疑
で
6
人
逮
捕

8
・
27	

「
再
生
の
道
」
の
石
丸
氏
が
9
月
の

代
表
退
任
を
表
明

8
・
28	

フ
ジ
テ
レ
ビ
が
計
50
億
円
の
賠
償
求

め
提
訴

8
・
29	

タ
イ
憲
法
裁
判
所
が
首
相
を
倫
理
違

反
で
解
職
命
令

8
・
30	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
国
会
議
員
の
高
額

な
住
宅
手
当
に
反
発
し
た
市
民
が
デ

モ

8
・
31	

元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
議
長
が
銃

撃
さ
れ
死
亡

9
・
1	

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
D
が
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
な
ど
を
米
フ
ァ
ン
ド
に
売
却

9
・
2	

自
民
党
が
参
院
選
総
括
を
公
表
し
党

四
役
が
辞
任

9
・
3	

中
国
で
戦
勝
80
周
年
軍
事
パ
レ
ー
ド
、

ロ
朝
首
脳
が
出
席

9
・
4	

日
米
関
税
協
議
が
合
意
文
書
締
結
で

決
着

9
・
5	

台
風
15
号
の
影
響
を
受
け
静
岡
県
牧

之
原
市
で
突
風
被
害

9
・
6	

大
阪
・
関
西
万
博
の
来
場
者
が

2
0
2
5
万
人
を
突
破

9
・
7	

プ
ロ
野
球
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
2

年
ぶ
り
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝

9
・
8	

石
破
首
相
が
辞
任
を
表
明

9
・
9	

フ
ラ
ン
ス
の
バ
イ
ル
内
閣
が
総
辞
職

9
・
10	

伊
東
市
長
が
議
会
を
解
散
、
学
歴
詐

称
問
題
で
信
任
問
う

9
・
11	

米
国
で
右
派
政
治
活
動
家
が
銃
撃
さ

れ
死
亡

9
・
12	

1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
が
9
万

9
7
6
3
人
で
最
多
を
更
新

9
・
13	

東
京
で
34
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
世

界
陸
上
が
開
幕



2626安全を「今から」「ここから」確かめる　そのひと手間が身を守る

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommend Informationおすすめ
情報コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ情報を募集いたします。奮ってご応募ください。情報募集
（掲載料無料）

株式会社マックス　TEL:03-6424-4000
https://max-kyujin.com/

派遣

オフィスビル・社員寮・娯楽施設商業施設・学校・病院・
マンション・ショッピングモール
外国人（日本人・永住者・定住者・日本人の配偶者・
留学生・特定活動　等）

紹介
現場責任者・事務職・現場作業スタッフ
日本人（勤務経験10年以上・課長職・主任職　等）

特定技能
関東・東北・関西・北陸エリア
外国人（特定技能ビルクリーニング試験合格者・
国内清掃経験者）

ビルクリーニング・ビル管理会社様実績 (現在 )

初期費用が不要な完全成功報酬型

人・企業・国をつなぎ喜びを創造する
創業より25年間、外国人人材のご提案を行っております。日本の多文化共生社会創業より25年間、外国人人材のご提案を行っております。日本の多文化共生社会
を実現すべく、外国人人材の採用・雇用・定着を積極的にご検討の企業様と日本にを実現すべく、外国人人材の採用・雇用・定着を積極的にご検討の企業様と日本に
希望を持って働く外国人の方々をワンストップでサポート致します。外国籍人材の受希望を持って働く外国人の方々をワンストップでサポート致します。外国籍人材の受
入れに課題感のある企業様にも豊富な経験に基づき、最適なご提案を致します。入れに課題感のある企業様にも豊富な経験に基づき、最適なご提案を致します。

外国人の雇用・採用を
全面的にサポート



2727 安全はすべての作業に通じる基本　ヒヤリハットに出会ったら　手を止め基本を再確認

広報委員会　STAFF

■委員長　　　
　吉澤　幸夫
■委　員　　　
　里見　貴弘　　庄司　和明　　鈴木　英司
　藤井　智宏　　宮下　洋介

広報誌

令和７年10・11月号（第622号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

告　知　板

各会員企業様の最新情報につきましては、10月1日発行の

「令和７年度　会員名簿」にてご確認ください。

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会への

入会希望会社を
ご紹介ください

■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員
となり、双方のサービスをご利用いただけます。

情報提供、人材育成、交流活動……
会員特典あります。

特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」無料掲載
特典４：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供
特典５：協会主催催事への参加による会員交流
特典６：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

エイジフレンドリー補助金は、中小企業事業者を対象に高齢者を含む労働者が安心して安全に働く
ことができるよう、熱中症防止対策（体温を下げるための機能のある服の導入を含む）をはじめ、
転倒防止や腰痛予防のための運動指導などの取組に対して補助を行うものです。

令和７年10月31日（金）まで
支払請求資料提出期限　令和８年１月３１日まで

補助金申請
受付期間

交付には審査があります。
要件などの詳細は厚生労働省の
ホームページをご参照ください。
https : / /www.mhlw.go . jp/s t f /
newpage_09940.html

補助金についてのお問合せは
（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会
「エイジフレンドリー補助金事務センター」まで

https://www.jashcon-age.or.jp/
電話：０３（６３８１）７５０７

※【注意】予算額に達した場合は、受付期間の途中であっても申請受付を終了
することがあります。 転倒防止・腰痛予防のための運動指導コースは予算額
に達したため申請を締め切りました。

サービス業
常時使用する労働者数：100人以下
資本金又は出資の総額：5,000万円以下

対象となる中小企業事業者の範囲

令和７年度令和７年度令和７年度
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点検済表示制度点検済表示制度



令
和
7
年
度 

税
制
改
正
に
伴
う
所
得
税
の
基
礎
控
除
見
直
し
に
つ
い
て

 

〜
年
末
調
整
で
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
〜

特  集

公
益
社
団
法
人
　東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
　
２
０
２
5
年
　
　
10
・
11
月
号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ . 

６
2
2

令和７年10月１日  第622号

第18回 ビルメンテナンスこども絵画コンクール 東京地区６年生の部 金賞 「ここから始まるみんなのおそうじビル」

2025

10･11
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